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意

見

書

・

決

議

の

要

旨

イ
ラ
ク
へ
の
自
衛
隊
派
兵
の
延
長
に
反
対
す
る
意
見
書

　

政
府
は
、
ア
メ
リ
カ
の
要
請
に
応
じ
て
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
兵
を
強
行
し

た
。
そ
の
法
的
根
拠
と
な
っ
て
い
る
イ
ラ
ク
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
基
本
計

画
に
定
め
た
派
兵
期
限
が
平
成　

年　

月　

日
に
切
れ
る
。
イ
ラ
ク
派
兵
の

１６

１２

１４

延
長
は
行
わ
ず
、
イ
ラ
ク
特
別
措
置
法
を
廃
止
し
、
一
刻
も
早
く
自
衛
隊
を

イ
ラ
ク
か
ら
撤
退
さ
せ
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

武
蔵
小
金
井
駅
南
口
第
１
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
の
事
業
認
可
を
見
合

わ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　

�
国
土
交
通
省
は
、
地
方
主
権
の
理
念
に
配
慮
し
て
、
小
金
井
市
議
会
の

過
半
数
の
同
意
及
び
関
係
者
の
理
解
を
得
ら
れ
る
ま
で
は
、
武
蔵
小
金
井
駅

南
口
第
１
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
の
事
業
認
可
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
。

�
国
土
交
通
省
及
び
東
京
都
は
、
小
金
井
市
及
び
都
市
再
生
機
構
に
対
し
て
、

全
地
権
者
か
ら
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
第
１
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

の
認
可
に
同
意
す
る
文
書
を
取
り
付
け
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
。

国
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
年
金
制
度
確
立
の
た
め
、
年
金
改
革
法
の
実
施

中
止
を
求
め
る
意
見
書

　

国
民
生
活
に
直
接
か
か
わ
る
年
金
の
保
険
料
や
給
付
の
改
革
に
つ
い
て
、

第　

国
会
及
び
先
般
の
臨
時
国
会
で
国
民
に
十
分
に
納
得
の
ゆ
く
説
明
が
な

１５９
く
、
野
党
の
廃
止
法
案
も
一
顧
だ
に
せ
ず
、
こ
の　

月
実
施
を
与
党
多
数
で

１０

決
め
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
到
底
認
め
ら
れ
な
い
。
年
金
改
革
法
の
実
施
を
中

止
し
、
年
金
改
革
の
議
論
を
や
り
直
す
こ
と
を
求
め
る
。

新
潟
県
中
越
地
震
被
災
者
の
救
援
と
生
活
再
建
の
た
め
の
支
援
の
抜
本
的
強

化
を
求
め
る
意
見
書

　

�
避
難
所
ご
と
の
医
療
・
保
健
態
勢
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
こ
と
。
�
仮

設
住
宅
を
速
や
か
に
設
置
し
、
現
行
２
年
の
入
居
期
間
の
延
長
を
行
う
こ
と
。

�
住
宅
再
建
へ
の
公
的
支
援
を
強
め
る
こ
と
。
�
地
元
産
業
の
復
興
に
全
力

を
あ
げ
る
こ
と
。
�
地
域
医
療
の
拠
点
と
な
っ
て
き
た
医
療
機
関
の
再
建
に

公
的
支
援
を
行
う
こ
と
。
�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入
れ
に
対
す
る
道
路
公
団
の

優
遇
措
置
を
１
月
以
降
も
継
続
す
る
こ
と
。

定
率
減
税
の
縮
小
・
廃
止
に
反
対
す
る
意
見
書

　

定
率
減
税
の
廃
止
に
よ
る
国
民
負
担
増
は
総
額
約
３
兆
３
千
億
円
に
な
る
。

こ
の
影
響
は
、
単
身
者
で
も
、
夫
婦
世
帯
で
も
、
中
堅
所
得
層
、
特
に
働
き

盛
り
・
子
育
て
世
帯
に
重
い
負
担
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
。
基
礎
年
金
の
国

庫
負
担
を
３
分
の
１
か
ら
２
分
の
１
に
引
き
上
げ
る
の
に
必
要
な
財
源
は
、

道
路
特
定
財
源
の
一
般
財
源
化
な
ど
で
生
み
出
し
、
直
ち
に
実
行
す
る
べ
き

で
あ
る
。

　

政
府
が
計
画
し
て
い
る
定
率
減
税
の
縮
小
・
廃
止
に
反
対
す
る
。

避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
る
三
宅
島
民
へ
の
支
援
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
こ
と

を
求
め
る
意
見
書

　

�
住
宅
再
建
の
た
め
に
、
支
援
金
の
支
給
額
を
大
幅
に
増
額
す
る
こ
と
。

�
民
宿
な
ど
の
経
営
者
、
農
業
者
及
び
漁
業
者
の
事
業
再
開
の
た
め
の
財
政

支
援
措
置
の
実
施
。
�
高
齢
者
や
障
害
者
を
含
め
島
で
村
民
が
生
活
し
て
い

く
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を
尽
く
す
こ
と
。
�
火
山
ガ
ス
か
ら
身
を
守
る

た
め
の
安
全
対
策
に
万
全
を
尽
く
す
こ
と
。
�
引
っ
越
し
費
用
と
帰
島
の
た

め
の
交
通
費
な
ど
を
助
成
す
る
こ
と
。
�
帰
島
し
な
い
村
民
に
対
し
て
は
、

安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
を
整
え
、
充
実
さ
せ
る
こ
と
。

高
齢
者
虐
待
防
止
法
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書

　

�
相
談
窓
口
の
設
置
と
、
早
期
発
見
の
た
め
の
通
報
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す

る
こ
と
。
�
高
齢
者
を
虐
待
者
か
ら
切
り
離
す
緊
急
保
護
の
た
め
の
一
時
保

護
施
設
等
を
整
備
す
る
こ
と
。
�
関
係
機
関
や
家
族
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
を
推
進
す
る
こ
と
。
�
施
設
職
員
や
関
係
者
へ
の
虐
待
防
止
教
育
を
実
施

す
る
こ
と
。
�
高
齢
者
虐
待
防
止
に
関
す
る
国
民
へ
の
教
育
・
啓
発
を
推
進

す
る
こ
と
。
�
上
記
の
諸
対
策
を
含
め
た
高
齢
者
虐
待
防
止
の
た
め
の
法
律

を
制
定
す
る
こ
と
。

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

賛
成　

＝
共
産
党
�
、
改
革
連
合
�
、

１３

生
活
者
ネ
ッ
ト
�
、
民
主
党
�
、
市
民

の
党
�
、
市
民
自
治
、
湧
湧
環
境
ク
、

市
民
ウ
ェ
ブ

反
対
６
＝
改
革
連
合
�
、
改
革　

�
２１

自
民
党
小
金
井
�

退
席
４
＝
公
明
党
�
、
改
革　

�
２１

提
出
先
＝
衆
議
院
・
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
・
外
務
大
臣
、
内
閣
官
房
・
防

衛
庁
長
官

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

賛
成　

＝
共
産
党
�
、
生
活
者
ネ
ッ

１２

ト
�
、
民
主
党
�
、
市
民
の
党
�
、
市

民
自
治
、
湧
湧
環
境
ク
、
市
民
ウ
ェ
ブ

反
対　

＝
公
明
党
�
、
改
革
連
合
�
、

１１

改
革　

�
、
自
民
党
小
金
井
�

２１

提
出
先
＝
内
閣
総
理
・
国
土
交
通
大
臣
、

東
京
都
知
事

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

賛
成　

＝
共
産
党
�
、
改
革
連
合
�
、

１５

改
革　

�
、
生
活
者
ネ
ッ
ト
�
、
民
主

２１

党
�
、
市
民
の
党
�
、
市
民
自
治
、
湧

湧
環
境
ク
、
市
民
ウ
ェ
ブ

反
対
８
＝
公
明
党
�
、
改
革
連
合
�
、

改
革　

�
、
自
民
党
小
金
井
�　
　

２１

提
出
先
＝
衆
議
院
・
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
・
厚
生
労
働
大
臣

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

全
員
賛
成

提
出
先
＝
衆
議
院
・
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
・
総
務
・
財
務
・
厚
生
労
働
・

農
林
水
産
・
経
済
産
業
・
国
土
交
通
大

臣
、
内
閣
官
房
長
官

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

賛
成　

＝
共
産
党
�
、
改
革
連
合
�
、

１６

改
革　

�
、
生
活
者
ネ
ッ
ト
�
、
民
主

２１

党
�
、
市
民
の
党
�
、
市
民
自
治
、
湧

湧
環
境
ク
、
市
民
ウ
ェ
ブ

反
対
７
＝
公
明
党
�
、
改
革　

�
、
自

２１

民
党
小
金
井
�

提
出
先
＝
衆
議
院
・
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
・
財
務
・
厚
生
労
働
・
経
済
産

業
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

全
員
賛
成

提
出
先
＝
東
京
都
知
事

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

全
員
賛
成

提
出
先
＝
衆
議
院
・
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
・
法
務
・
厚
生
労
働
大
臣

大
規
模
災
害
の
対
策
と
早
期
復
旧
に
関
す
る
意
見
書

　

�
地
震
防
災
対
策
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
。
�
都
道
府
県
管
理
区
間
の
中

小
河
川
の
堤
防
改
修
の
緊
急
点
検
結
果
に
基
づ
く
優
先
的
整
備
と
海
岸
及
び

湾
岸
の
水
防
施
設
の
速
や
か
な
整
備
実
施
。
�
中
山
間
地
域
で
の
震
災
対
策

の
早
急
な
確
立
と
災
害
関
連
緊
急
治
山
事
業
の
速
や
か
な
実
施
。
�
防
災
無

線
の
整
備
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
早
急
な
計
画
策
定
と
予
算
措
置
。
市

町
村
に
対
す
る
警
戒
情
報
の
発
令
基
準
及
び
避
難
誘
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
。

�
高
齢
者
等
の
要
支
援
者
へ
の
対
策
の
推
進
。

線
維
筋
痛
症
患
者
救
済
に
関
す
る
意
見
書

　

�
線
維
筋
痛
症
に
関
す
る
研
究
機
関
を
設
置
。
�
線
維
筋
痛
症
を
扱
う
専

門
家
の
育
成
と
医
療
機
関
の
充
実
。
�
行
政
機
関
に
お
け
る
線
維
筋
痛
症
の

理
解
に
関
す
る
研
修
の
実
施
。
�
国
民
に
線
維
筋
痛
症
の
理
解
を
広
め
る
た

め
の
広
報
活
動
の
実
施
。
�
現
状
で
は
障
害
認
定
が
さ
れ
に
く
い
患
者
に
対

す
る
救
済
措
置
と
し
て
、
生
活
機
能
障
害
を
適
用
す
る
方
向
で
対
策
を
講
ず

る
こ
と
。
�
線
維
筋
痛
症
を
疾
病
と
し
て
認
定
し
、
更
に
難
病
認
定
に
つ
い

て
積
極
的
な
検
討
を
行
い
、
早
急
に
対
策
を
講
ず
る
こ
と
。

核
兵
器
廃
絶
実
行
の
た
め
に
日
本
政
府
の
尽
力
を
要
請
す
る
意
見
書

　

唯
一
の
被
爆
国
で
あ
り
、
非
核
三
原
則
を
国
是
と
す
る
我
が
国
が
、
非
核

三
原
則
の
法
制
化
を
始
め
、
ア
メ
リ
カ
の
核
の
傘
か
ら
離
脱
し
、
核
兵
器
廃

絶
国
際
条
約
締
結
に
向
け
て
奮
闘
し
、
核
兵
器
も
テ
ロ
も
な
い
世
界
平
和
実

現
の
先
頭
に
立
つ
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
２
０
０
５
年
５
月
に
開
催

さ
れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
兵
器
不
拡
散
条
約
）
再
検
討
会
議
に
お
い
て
、
２
０
０

０
年
に
核
保
有
国
を
含
め
て
採
択
し
た
「
核
兵
器
廃
絶
の
明
確
な
約
束
」
が

実
行
さ
れ
る
よ
う
尽
力
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

調
布
飛
行
場
の
管
制
官
存
置
等
を
求
め
る
意
見
書

　

調
布
、
府
中
、
三
鷹
の
３
市
の
住
民
か
ら
管
制
官
存
置
を
求
め
て
、
要
望

が
な
さ
れ
た
。
本
市
議
会
で
も
管
制
官
の
存
置
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
し

た
ば
か
り
で
あ
る
。
次
の
２
項
目
に
つ
い
て
再
度
強
く
要
請
す
る
。
�
従
来

方
針
及
び
地
元
と
の
約
束
ど
お
り
、
国
は
航
空
管
制
官
を
存
置
す
る
こ
と
。

ま
た
、
東
京
都
は
国
に
航
空
管
制
官
の
存
置
を
要
請
す
る
こ
と
。
�
東
京
都

は
、
計
器
飛
行
の
導
入
や
離
着
陸
回
数
増
、
利
活
用
に
つ
い
て
、
住
民
、
関

係
市
に
情
報
を
公
開
し
、
合
意
を
得
て
協
議
す
る
こ
と
。

稲
葉
市
長
の
再
開
発
予
算
の
一
方
的
凍
結
解
除
に
抗
議
し
、
市
長
の
責
任
を

問
う
決
議

　
　

月　

日
、
稲
葉
市
長
は
、
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
再
開
発
に
つ
い
て
、　

１２

１０

２２

名
が
賛
成
し
た
付
帯
決
議
を
無
視
し
、
予
算
執
行
の
凍
結
を
解
除
す
る
こ
と

を
表
明
し
た
。
小
金
井
市
議
会
は
、
稲
葉
市
長
に
対
し
、
議
員　

名
が
賛
成

２２

し
た
付
帯
決
議
を
無
視
し
、
議
会
の
過
半
数
の
同
意
と
地
権
者
な
ど
関
係
者

の
理
解
を
得
る
こ
と
な
く
、
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
第
１
地
区
第
一
種
市
街
地

再
開
発
予
算
の
凍
結
を
解
除
し
た
こ
と
に
対
し
、
強
く
抗
議
し
そ
の
責
任
を

問
う
も
の
で
あ
る
。

ご
み
減
量
施
策
の
充
実
を
求
め
る
決
議

　

�
家
庭
ご
み
有
料
化
の
実
施
に
む
け
た
市
民
説
明
会
は
時
間
・
会
場
設
定

を
配
慮
し
、
ご
み
問
題
の
共
有
と
減
量
へ
の
取
組
の
提
起
の
場
と
す
る
。
�

ご
み
に
な
る
も
の
を
生
産
し
な
い
た
め
の
法
整
備
等
。
�
「
ご
み
処
理
基
本

計
画
」
の
策
定
で
の
広
範
な
市
民
の
参
加
。
�
「
ご
み
処
理
基
本
計
画
」
に

は
、
意
欲
的
な
数
値
目
標
を
盛
り
込
む
こ
と
。
�
単
年
度
の
「
ご
み
処
理
計

画
」
は
、
毎
年
そ
の
成
果
に
つ
い
て
検
証
し
市
民
に
公
表
す
る
こ
と
。
�
「
環

境
基
金
」
は
新
た
な
ご
み
減
量
施
策
に
充
て
る
も
の
と
す
る
。

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

全
員
賛
成

提
出
先
＝
衆
議
院
・
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
・
総
務
・
財
務
・
農
林
水
産
・

国
土
交
通
・
経
済
財
政
政
策
担
当
大
臣

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

全
員
賛
成

提
出
先
＝
内
閣
総
理
・
法
務
・
厚
生
労

働
大
臣

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

全
員
賛
成

提
出
先
＝
内
閣
総
理
・
外
務
大
臣
、
内

閣
官
房
長
官

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

全
員
賛
成

提
出
先
＝
内
閣
総
理
・
国
土
交
通
大
臣
、

東
京
都
知
事

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

賛
成　

＝
共
産
党
�
、
生
活
者
ネ
ッ

１２

ト
�
、
民
主
党
�
、
市
民
の
党
�
、
市

民
自
治
、
湧
湧
環
境
ク
、
市
民
ウ
ェ
ブ

反
対　

＝
公
明
党
�
、
改
革
連
合
�
、

１１

改
革　

�
、
自
民
党
小
金
井
�

２１

採
決
結
果
＝
原
案
可
決

賛
成　

＝
共
産
党
�
、
生
活
者
ネ
ッ

１２

ト
�
、
民
主
党
�
、
市
民
の
党
�
、
市

民
自
治
、
湧
湧
環
境
ク
、
市
民
ウ
ェ
ブ

反
対　

＝
公
明
党
�
、
改
革
連
合
�
、

１１

改
革　

�
、
自
民
党
小
金
井
�

２１

（
否
決
し
た
も
の
）

国
保
税
の
新
た
な
滞
納
疑
惑
に
対
し
て
、
未
だ
に
釈
明
も
無
い
渡
辺
大
三
議

員
に
辞
職
を
勧
告
す
る
決
議

　

平
成　

年
９
月
定
例
会
で
は
、「
新
た
な
滞
納
疑
惑
に
対
し
て
、
政
治
倫
理

１６

条
例
に
基
づ
き
自
ら
弁
明
す
る
こ
と
を
求
め
る
決
議
」
を
賛
成
多
数
で
可
決

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
未
だ
に
本
人
か
ら
は
何
の
弁
明
も
な
く
多
く
の
市

民
か
ら
、「
市
議
会
議
員
と
し
て
税
の
滞
納
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
」
と
し
た
批

判
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を
放
置
す
る
こ
と
は
、
小

金
井
市
議
会
の
見
識
が
問
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
渡
辺
大
三
議
員
に
対
し
て
、

市
議
会
議
員
の
職
を
辞
す
る
よ
う
勧
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

採
決
結
果
＝
否
決

賛
成　

＝
公
明
党
�
、
改
革
連
合
�
、

１１

改
革　

�
、
自
民
党
小
金
井
�

２１

反
対　

＝
共
産
党
�
、
生
活
者
ネ
ッ

１２

ト
�
、
民
主
党
�
、
市
民
の
党
�
、
市

民
自
治
、
湧
湧
環
境
ク
、
市
民
ウ
ェ
ブ

　

平
成　

年　

月
１
日
に
、
全

１６

１１

員
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
員
協
議
会

反
対
討
論
（
要
旨
）

高
木
真
人
（
改
革　

）
２１

　

一
日
約　

ト
ン
に
の
ぼ
る
給
水

２５０

は
サ
マ
ワ
市
民
５
万
人
の
喉
を
潤

し
て
い
ま
す
。
来
年
２
月
頃
に
は

Ｏ
Ｄ
Ａ
に
よ
る
簡
易
水
道
セ
ッ
ト

が
設
置
さ
れ
、
１
日
３
千
ト
ン
の

給
水
を
指
導
す
る
予
定
で
あ
り
ま

す
し
、
給
水
要
員
は
学
校
補
修
な

ど
の
公
共
施
設
の
復
旧
・
整
備
に

回
り
、
国
づ
く
り
支
援
は
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
さ
れ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
、
自
衛
隊
の
駐
留
延

長
を
願
う
署
名
が
二
日
間
で
千　
５００

人
に
の
ぼ
っ
た
の
は
、
任
務
が
終

わ
っ
て
い
な
い
こ
と
の
証
で
あ
り

ま
す
。

イ
ラ
ク
へ
の
自
衛
隊
派
兵
の
延

長
に
反
対
す
る
意
見
書

反
対
討
論
（
要
旨
）

五
十
嵐
京
子
（
改
革
連
合
）

　

ご
み
減
量
を
図
る
こ
と
が
重
要

な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し

か
し
、
こ
の
決
議
に
は
３
つ
の
問

題
点
が
あ
る
た
め
反
対
す
る
。
第

１
に
、
約
十
年
の
基
本
計
画
に
脱

焼
却
・
脱
埋
立
を
盛
り
込
む
よ
う

求
め
て
い
る
こ
と
、
第
２
に
各
事

業
毎
の
減
量
数
値
目
標
を
明
記
す

る
よ
う
求
め
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、

以
上
２
点
は
執
行
体
制
の
足
か
せ

と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
実
効
性

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
第
３

に
環
境
基
金
の
使
途
に
つ
い
て
、

審
議
会
の
答
申
が
尊
重
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
で
あ
る
。

ご
み
減
量
施
策
の
充
実
を
求
め

る
決
議

賛
成
討
論
（
要
旨
）

若
竹
綾
子
（
湧
湧
環
境
ク
）

　

線
維
筋
痛
症
の
痛
み
は
リ
ウ
マ

チ
の　

倍
と
い
う
。「
体
中
を
ガ

１０

ラ
ス
の
破
片
が
駆
け
巡
っ
て
い

る
」
と
形
容
す
る
患
者
も
い
る
。

　

痛
み
止
め
は
患
者
の　

〜　

％

２０

３０

し
か
効
か
ず
、
多
く
の
患
者
は　
２４

時
間
痛
み
と
闘
っ
て
い
る
。
睡
眠

薬
で
眠
り
、
痛
み
で
目
を
覚
ま
す

と
の
手
記
に
言
葉
を
失
っ
た
。

　

米
国
で
は
病
名
が
一
般
的
に
知

ら
れ
る
が
日
本
の
対
応
は
遅
い
。

　

全
国
初
の
本
意
見
書
を
ぜ
ひ
全

会
一
致
で
可
決
し
、
対
策
が
進
む

一
助
と
な
る
よ
う
、
議
員
各
位
の

ご
賛
同
を
心
よ
り
お
願
い
す
る
。

国
保
税
の
新
た
な
滞
納
疑
惑
に
対

し
て
、
未
だ
に
釈
明
も
無
い
渡
辺
大

三
議
員
に
辞
職
を
勧
告
す
る
決
議

反
対
討
論
（
要
旨
）

井
上
忠
男
（
日
本
共
産
党
）

　

日
本
共
産
党
は
、
長
期
に
わ
た

る
税
金
の
滞
納
は
議
員
の
資
格
が

問
わ
れ
る
行
為
で
あ
り
、
長
期
間

の
税
金
滞
納
を
容
認
で
き
な
い
し
、

渡
辺
議
員
の
税
金
滞
納
を
擁
護
す

る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
①
議
員
の
辞
職
は
、
地
方
自

治
法
第　

条
に
よ
る
住
民
の
リ
コ

８０

ー
ル
に
よ
る
べ
き
で
す
。
②
議
会

が
辞
職
を
勧
告
で
き
る
の
は
、
議

員
の
地
位
を
悪
用
し
た
入
札
妨
害
、

あ
っ
せ
ん
収
賄
な
ど
が
明
ら
か
に

な
っ
た
と
き
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

税
金
の
滞
納
に
よ
る
辞
職
勧
告
に

反
対
で
す
。

線
維
筋
痛
症
患
者
救
済
に
関
す

る
意
見
書

協
議
事
項
は
次
の
と
お
り
で
し

た
。

▼
二
枚
橋
衛
生
組
合
施
設
更
新

に
つ
い
て


